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【会長の時間】鶴田会長 

 皆さん、こんにちは。今日は、江戸長さんでの移動例会となりました。 

川上会員には、大変お世話になります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 さて、４月１０日の日曜日は、地区研修協議会でした。まずは、参加の 

皆さんお疲れ様でした。そして、多数の参加ありがとうございました。この研修が、 

次年度の活動計画の作成のヒントになって頂ければと思います。 

更に、今回の研修では吉永副会長に１０人乗りのマイクロバスを無償で提供して 

頂き運転もして頂き本当にありがとうございました。 

帰りの運転をして頂いた渡邉会員にも御礼を申し上げます。 

さて、地区研修協議会の報告をしたいと思います。 

まず、冒頭に次期 RI 会長のジョン・ジャーム氏の紹介があり、次年度の 

RI テーマについて説明がありました。 

 ２０１６－２０１７年度 会長 ジョン・ジャーム 

         テーマ 「人類に奉仕するロータリー」 

 次年度にジョン・ジャーム会長が是非取り組みたいと言われていた「４項目」 

について説明がありました。 

１.会員増強 純増３％           

２.R 財団１００周年を記念して 地区・クラブで何かお祝いを     

３.R 財団 年次基金５％up                  

４.奉仕事業を実施 → 公共イメージ up 

次に、前田眞実 次年度ガバナーが掲げられた地区スローガンについて説明がありました。 

 ２０１６－２０１７年度 ガバナー 前田眞実 

 （大分キャピタルロータリークラブ） 地区スローガン 「学ぶ・守る・育てる・未来へ向けて」 

  １、学ぶ → 変化についていくには学ぶことが大切。 
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 ・ロータリーの基本（定款、歴史、職業奉仕 等） 

    ・ロータリーのシステム（CLP、未来の夢計画 等） 

    ・自己研鑽（IT、どう生きるか） 

  ２、守る→変化しても、守るものがある。 

    ・ロータリーの目的（第１～４項） 

    ・職業奉仕（４つのテスト、高潔性） 

    ・ルールやマナー 

    ・古き良き慣習 

  ３、育てる → 若い人達の成長のお手伝いをする事が我々の使命です。 

    ・人財（新世代、若いロータリアン） 

    ・奉仕プロジェクト（地域社会や国際社会との関わり） 

  ４、未来へ向けて → 学ぶ・守り・育てることが明るい未来になります。 

    ・目指すは日本一の地区 

       → 多様性、親睦、奉仕、高潔性、リーダーシップ の重要性 

 以上、大変良い勉強ができました。 

その上で、1 日の研修を受けて感じた事は、やはり奉仕活動の重要性でした。すなわち、4 人からスタートした

ロータリーが、現在世界に１２３万人までに拡大した最大の理由は、人々の暮らしの中でロータリーが必要とさ

れたからだと思います。 

 １９１０年のシェルドンの「最もよく奉仕する者、最も報いられる。」は有名な言葉ですが、実は、ロータリー創設

の翌年の１９０６年５月にドナルド M・カーターは、「シカゴ市の最大の利益を推進し、シカゴ市民としての誇りと

忠誠心を市民の間に広める。」という、第３番目の綱領を提案し採択されました。 

その後、シカゴロータリークラブは、情熱的な公共奉仕の理念を受け入れ、間もなく公衆便所を建て、恵まれ

ない子供たちを助け、貧民街の住民に食べ物の詰まったバスケットを用意して届け、シカゴ市民に感謝される

ようになったそうです。 

私は、この時、１１０年前が現在のロータリーがスタートだと思います。 

それまでのロータリーは、会員間の利益の拡大と社交クラブとしての親睦活動たけでした。その為、しばらくす

るとシカゴロータリークラブは、新聞等で厳しく非難されることになったそうです。多分そのままの活動をしていた

ら消滅していたと思います。 

そう考えると奉仕活動が現在のロータリーの育ての親だといえると思います。ですから、クラブで方針や活動で

迷った場合は、その事がクラブの奉仕活動にプラスなのかマイナスなのかを、1 つの判断材料にすることはロー

タリーをここまで育てて下さった世の中の皆様に対する責務であると感じましたし、５０周年に向けてチーム玉名

ロータリークラブとして奉仕活動に取り組んで行きたいと思います。 以上、会長の時間を終わります。   

  

【幹事報告】大石幹事 

 ○例会変更 

  荒尾 RC ・・・５月２５日（水）職場訪問例会のため三光株式会社に変更 

  熊本北 RC・・・４月２１日（木）夜の例会を 12：30 に変更 

          ４月２８日（木）新会員歓迎会のため 18：30「火の国」に変更 

  熊本中央 RC・・５月 ６日（金）定款第 6 条第 1 節に基づき取り止め 

  熊本南 RC ・・５月 ２日（月）     〃 

○ガバナーノミニーデジグネート決定の報告がきています。 



    大分 1985RC 高山泰四郎氏 

○RI 理事指名委員会委員選出についてご案内がきています。 

    推薦書締め切り期日 ４月２８日（金）必着 

○地区研修・協議会（4/10 ホルトホール大分）のお礼状が届いています。 

 

【スマイル報告】深見委員長 

 鶴田会長・大石幹事・・・地区研修協議会出席の皆さんお疲れ様でした。多数の参加ありがとうございまし

た。そして、マイクロバスを提供して頂きました吉永副会長ありがとうございま

した。地区研修協議会の報告よろしくお願いいたします。 

 中嶋さん・・・地区研修協議会参加の皆さんご苦労様でした。今日は川上さんお世話になります。 

 田畑さん・・・10 日地区研修協議会参加の皆さんお疲れ様でした。5 月 14 日の管理運営部門と会員増強部 

門の合同セミナーの参加もよろしくお願いします。 

 吉岡さん・深見さん・山田司さん・・・4/10 地区研修協議会に出席された皆様お疲れ様でした。 

 村上さん ・・・1 年の内で、一番良い季節ですね。私と皆様の健康に感謝して・・・。 

 川上さん ・・・お世話になります。 

 渡邉知さん・・・玉名ロータリーに入会して 30 数年になりますが、江戸長さんでの昼間の初めての例会出

席です。今日はお世話になります。 

 井上さん ・・・今日も卓話を楽しみにしてまいりました。 

 千蔵さん ・・・先週欠席してすみません。結婚記念日祝ありがとうございました。ソーリーと共にスマイ

ルします。 

 本田さん ・・・本日は仕事で出席できません。ソーリースマイルいたします。地区研修協議会お疲れ様で

した。 

 吉田さん ・・・欠席が続いてすみませんでした。 

                        前回までの累計 ￥ ７９８，８９０ 

                        今     回 ￥  １７，０００ 

                        合     計 ￥ ８１５，８９０ 

【出席報告】深見委員長 

本
日
の
出
席 

会員数 ４８（４１）名 

欠
席
者 

本田 浜田 廣田 河田 松﨑 

野田 西嶋 小関 志賀 杉谷方 

津留 高木幸 浦田 上村  

上田継 渡邉太 米倉 山口  

山村 

 

出席数   ２２名    

出席率 ５３，６６％ 

前
回
の
出
席 

前回出席数 ２５名        
前
回
の
メ
ー
ク
ア
ッ
プ 

小関 豊永 

 

 

 
修正出席数 ２７名 

修正出席率 ６７，５０％ 

出席規定適用免除者         １０名 

 



【今後のプログラム予定】 

 ４月２１日（木）新旧委員会引継ぎフォーラム  

 ４月２８日（木）50 周年協議会 

 

【卓話】 

     「地区研修・協議会報告」 

 次年度各委員長 

 ○管理運営部会 吉永クラブ管理運営委員長 

2016-2017 年度 地区スローガン 

「学ぶ・守る・育てる・未来へ向けて」 

運営方針 

「ロータリーをエンジョイし、クラブの活性化を図ろう」 

１．まずは出席する 

他クラブへの訪問 他 

２．時代に合ったロータリーの運営 

ロータリーの歴史を学ぼう 他 

３．魅力的な例会造り 

他クラブのことをもっと知ろう 他 

４．効果的なクラブ作り 

クラブの戦略計画を作ろう 

５．セミナーの開催 

６．My Rotary の活用 

最後にロータリーの会員証を作ろうの話がありました。 

メークアップには本当は会員証が必要です。 

○広報部会 吉岡広報委員長 

   まずは広報部会ですが、マスコミの利用について 

子どもを対象とした場合は県・市・町の教育委員会の後援をとる 

新聞・テレビ・ラジオなどメディアの後援をとる 

ポスターやチラシに後援の掲載を行う 

他では毎回メディアへ取材をお願いしているクラブもありました。 

ＩＴ部門では、ＭｙＲｏｔａｒｙの登録をして下さいとの事でした。 

他はＳＮＳを使っての広報ですが、フェースブックなどの活用で盛り上げようとの事でした。ただ、使用

に当たっては危険な部分もありますので、注意して掲載していかなければなりません、 

最後にｅクラブについての説明もありました。 

ｅクラブはインターネットを活用しますので、時間の制限がなく出席などがない制度で便利な部分もあり

ます。しかし動画での卓話の感想等提出しなければいけないものもあります。 

ＩＴの活用については玉名ＲＣでも少しずつ活用していければと思っております。 

○職業奉仕部会 豊永職業奉仕委員長 

   地区職業奉仕部門は職業奉仕委員会、職業奉仕研修委員会（新設）職業奉仕プロジェクト委員会（新設） 

  の 3 部門があり、それぞれの委員長による挨拶と方針の説明があった。最終的に職業奉仕とは何か？とい

うテーマでのレクチャーがありましたが、ロータリー創始者ポールハリス語録に、社会に役立つ人間にな



る方法はいろいろありますが、最も身近で、しばしば最も効果的な方法は間違いなく自分の職業の中にあ

ると言っています。このことは自らの職業を遂行することにより報酬を得ることは勿論、この世の中に役

に立たない職業は無いということから考えた場合、立派な社会奉仕になっているということだと自分なり

に解釈しました。 

○国際奉仕部会  中嶋国際奉仕委員長 

  地区の活動方針として特に「地区補助金」「補助金」を利用しての国際奉仕はまだ少ないのが現実であり、 

 活用して国際奉仕活動をされた事例を参考にしてかつどう事例を紹介していきたい。 

  国際ロータリーの方針の 6 つの重点分野の推進 

  ・平和と紛争防止  ・疾病予防と治療      ・水と衛生 

  ・母子の健康    ・基本的教育と識字率向上  ・経済と地域社会の発展  

 別府北ロータリークラブ創立 50 周年記念事業として「グローバル補助金利用プロジェクト」タイ国ソムデ

ィックピラピンクラオ公立病院に茨木西 RC と大阪柏原 RC とのマッチンググランドシステムを使いグロ

ーバル補助金制度によりタイ国の貧困な腎臓病患者に医療サービスができるよう「人工透析器 2 台」を寄

付。総額 US＄94479（￥11,300,000）を実現させた事例報告があった。 

○青少年奉仕部会 田中青少年奉仕委員長 

  私が参加した委員会はインターアクト、ローターアクト、ライラという青少年のクラブの奉仕をお手伝い

する委員会です。 

オーストラリアと天草は交換留学生を 3～4 年前までされていましたが、オーストラリアの方々の年齢が高

齢化され、段々維持が難しくなってきて青少年へのセクハラなどが発生した時に対応できないとの事で中止

となっておりますが、できれば復活したいのでどこかのクラブで引き受けてくれないかとの事でした。 

インターアクトの活動は 12～18 歳ローターアクトは 30 歳までで活動していますが、今年は卒業生が多く

会員が不足しているので是非入会者を紹介して頂ければ幸いです。若い時から奉仕の精神や社会への貢献を

学ぶ事は将来のロータリアンへの入会にもつながると思いますので皆さんよろしくお願いします。 

○R 財団部会 Ｒ財団・米山記念奨学委員会委員長 村上 弘  

 毎年の事ですが、この会議が次年度のｶﾞﾊﾞﾅｰｴﾚｸﾄや、地区委員長にとって、最大のモチベーションを 

上げる内容であることは、変わりないと思いますが、今回の前田真実エレクトの次年度にかける意気込 

みや内容は大変わかりやすいものでした。 

主に、前田エレクトの地区方針についての感想ですが、職業が専門学校の経営者って事もあり、以前から

パソコンの活用が大変上手です。それが解り易い説明と説得力に繋がると思いました。スローガンなど

は、会長さんたちの説明にあると思いますので、他の内容で関心があったことを、話したいと思います。 

まず、事をするに当たって、準備（段取り）80%といわれました。それができれば、成功率が高いとのこ

とです。又、その職務に当たって、どうせやるなら、どうせ時間や費用を費やすなら、真剣に、 

前向きに全力で、取り組むことが自分にも、周りにも良い効果をもたらすなどの、気持ちはまったく同感

です。これは各クラブや、おのおのの職場にも言えることだと思います。現在の鶴田会長は今年と、次年

度の２年間始めての挑戦をされています。しかも、凄く真剣にです。それを見れば、精一杯協力したくな

るのが当たり前です。同じ内容で、 

期限や約束を守らない人＝ルーズな会社 

精一杯取り組む人   ＝誠実な会社 なども説明されました。 

最後に、何故、ロータリーに在籍しているのか？についても、親睦、奉仕、多様性（寛容性）、高潔性、 

リーダーシップ、そして最後に 自己修練のためになるとのことでした。 

他のもいくつかの、参考になる内容がありましたが、やはりこのような会合に参加して、勉強になりまし



た。有難うございました。  

 

第 2720 地区 地区研修・協議会 

                            平成 28 年 4 月 10 日（日）ホルトホール大分 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


